
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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　平成28年度においては、医療提供の充実のために、呼吸器
内科を標榜とした救急告示、急性期を脱した患者の在宅復帰
支援のため地域包括ケア病床を開設したこと等から、経営の
健全性・効率性の面①～⑧の項目全てにおいて、前年度と比
べ改善している。
　今後も良質な医療サービスを継続的に提供するために、医
療ニーズの質の変化や患者動向等にも迅速に対応できるよう
に取り組むとともに、更なる経営改善を行い、安定的な病院
経営に取り組んでいく。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

22,333,118 27,659,991 29,295,625

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 48,095,074 50,135,188 50,543,381 43,764,424

全体総括

平均値 25.6 26.2 26.3 25.3 25.2平均値 48.0 47.8 48.7 53.2 54.1

20.1当該値 51.9 52.2 54.7 55.3 53.2

平均値 56,653

当該値 17.3 17.7当該値 12,162 11,922 11,866 11,973 13,52842,806 43,962 17.6 17.8当該値 38,496

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 14,082 14,865 15,610 13,969 14,45554,464 55,265

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率：平成28年度は前年度より3.2ポ
イント上回り、類似病院平均値より4.0ポイント上回った。老
朽化が進んでおり、平成34年度中の建替えを予定している。
②機械備品減価償却率：類似病院平均値より16.6ポイント下
回っており、平成34年度中の建替えに向け、必要性等を考慮
しながら計画的な設備投資を行う必要がある。
③１床当たり有形固定資産：平成28年度は、類似病院平均を
15,151千円下回っている。
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59,159 60,787

75.7 76.1

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

45.6 41.7 37.7 38.1 42.9 平均値97.2 96.0 94.6 91.8 91.6 平均値 80.3 80.7

39,396 41,011

74.2 75.2

平均値 103.0 101.7 101.1 98.8 98.5 平均値

2.3 1.9 1.6 当該値 73.2 72.683.7 84.2 88.1 当該値 該当数値なし 該当数値なし

81.2

当該値 102.1 101.8 98.1 98.1 98.5 当該値 85.8 86.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：経営努力による改善に努めたことから、平成28年度は、
前年度より0.4ポイント改善し、類似病院平均値と同水準となった。
②医業収支比率：平成28年度は、診療単価の増等による医業収益増及び、
人件費の抑制等による費用減となったことから、前年度より3.9ポイント改
善した。
③累積欠損金比率：平成26年度から累積欠損金が発生しているが、経年的
な取り組みにより年々減少しており、平成28年度は前年度より0.3ポイント
改善した。
④病床利用率：平成28年度は許可病床減により、前年度より1.0ポイント
改善したが、類似病院平均値より0.9ポイント下回った。
⑤入院患者１人１日当たり収益：年々増加傾向であり、平成28年度は特定
入院料算定病床への機能転換等により、前年度より1,156円増加した。
⑥外来患者１人１日当たり収益：平成28年度は医学管理の実施や高額医薬
品の採用により、前年度より1,555円増加したが、依然として類似病院平均
値より下回って推移している。
⑦職員給与費対医業収益比較：人件費の抑制に努め、平成28年度は前年度
より2.1ポイント改善した。
⑧材料費対医業収益比率：手術件数の増加や高額医薬品の採用により、前
年度より2.3ポイント上回った。
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 難治性の呼吸器疾患医療、結核医療及びアレルギー性疾患医
療のセンター機能、エイズ治療拠点病院、大阪府がん診療拠
点病院（肺がん）、感染症指定医療機関（結核病棟及び第２
種感染症病床）、２次救急告示病院（呼吸器内科）、指定障
害福祉サービス事業者（重症心身障がい児者医療型短期入所
（空床利用型））、妊婦健診、乳児健診、がん検診受託、立
地自治体及び周辺市町村における唯一の分娩取扱医療機関

- 44,607 非該当 ７：１ 366 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 20 - 透 未 訓 ガ 救 臨 感 - - 456

- 60 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 非設置 396

経営比較分析表（平成28年度決算）
大阪府地方独立行政法人大阪府立病院機構　呼吸器・アレルギー医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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①経常収支比率(％)

【98.4】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【49,667】


